
はじめに
「石川県中小企業家同友会との企業価値共創事業」

について、渡邉ゼミでは、２年生が持続可能な開発
目標であるＳＤＧｓの実践を通じた人材確保モデルを
考案することをテーマに、３年生が空室の活用を通
じたＳＤＧｓの実践をテーマに、それぞれインターン
シップを実施した。

活動内容
【2年生】

石川県下で鉄工業を営む株式会社炭澤鉄工と連携
して事業を実施した。1日目は、畝田本社において
工場を視察した後、炭澤鉄工の社員とともに解決す
べき課題についてのディスカッションを行った。2
日目は、炭澤鉄工示野工場において、工場の視察とグ
ループワークを実施した。ＳＤＧｓの17の目標のうち、
地元人材の確保に結び付くものを選択し、達成に向
けた具体的な取り組みを検討した。3日目は、ＳＤＧｓ
の目標を達成するための実践的取り組みが、人材の
確保をはじめとする企業の持続可能性を高める好循
環を生むことを示すモデルを作成し、報告した。

【3年生】
野々市市を中心に不動産事業を手掛けている株式

会社絹川商事と連携して事業を実施した。1日目は、
絹川商事が管理する物件の空室を視察し、部屋を改
装することによってどのような価値が付加されるの
かについて考察した。2日目は、グループワークと報
告会を実施した。ＳＤＧｓの17の目標のうち、空室の

活用を通じて達成できるものを選択し、達成に向け
た具体的なプランを、絹川商事の若手社員とともに
考案した。

成果、結果の考察
【2年生】

人材の確保は企業の持続可能性に直結する問題で
あり、中小企業にとって、地域に関する造詣の深い地
元出身者や、技術技能の継承者として期待される若
者を人材として確保し、育成していくことが極めて
重要である。企業は持続的な発展を目指す存在であ
ることから、企業活動は本来的に「持続可能な開発目
標」であるＳＤＧｓと高い親和性を有するものである
との結論に至った。

【3年生】
ＳＤＧｓの目標１「貧困をなくそう」、目標4「質の高

い教育をみんなに」、目標１２「つくる責任つかう責
任」を、不動産事業の展開と結び付けて考えるモデル
を提案することができた。

今後の課題、展望
中小企業がＳＤＧｓを実践する際の課題として、実

践と収益を両立させることが挙げられる。今回の活
動を通じてモデルを提示することはできたが、今後
は収益性を加味したより精緻な方法論を検討してい
くことが求められる。
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